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所 長 教 授 前 川 暢 夫
(内科学第一部門)
主任教授 :前川暢夫,助教授 :中西通泰,講師 :川合 満,助手 :西山秀樹,倉滞卓也,坂東憲司,講師 (非常
勤):吉田敏郎,池田宣昭,今井節朗,角田沖介,中井 準,吉見輝也,松原恒雄,技官 :西尾貞子,本間 トキ
工,技能補佐員 :細木春世
(内科学第二部門)








主任教授 :安平公夫,助教授 :竹田俊男,助手 :鈴木康弘,細川昌則,講師 (非常数):水島 裕,熊沢義雄,
五十嵐三部男,馬場満男,鶴藤 丞,技官 :松下隆毒,小岸久美子,技能補佐員 :冨田由美子
(細菌血清学部門)
主任教授 :桂 義元,助教授 :細野正道,助手 :喜納辰夫,講師 (非常勤):佐渡敏彦,徳永 徹,堀川正克,
事務官 :清水一枝,技能補佐員 :高沖悠子
(細胞化学部門)
主任教授 :市川康夫,助教授 :大川欣一,講師 :永田和宏,助手 :前田道之,堀内正宏,講師 (非常勤):三浦
恭走,野々村裾昭,遠藤浩良,技官 :竹内道子,事務補佐員 :坪田晴子
(臨床肺生理学部門)
主任教授 :佐川弥之助,助教授 :加藤幹夫,講師 :浅井信明,助手 :佐藤公彦,講師 (非常数):大橋啓吾,土
肥佳郎,稲葉宣雄,安田隆三郎,真鍋 責,久野健忘,基本仁,市谷適雄,石部裕一,仲田 祐,折田雄一,山
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林一,山田久和,太田和夫,技能補佐員 :服部央子,石田嘉子
(事務部)
事務長 :小林 勇,事務長補佐 :船谷幸司,庶務掛長 :小谷雄太郎,同主任 :近藤英子,小林 収,同事務官 :
堀田良恵,同技官 :田中 稔,川原田和夫,事務補佐員 :小倉恵美子,経理掛長 :清水春男,同主任 :佐藤良雄,
野元頼子,同事務官 :奥村成和,前野正世,田中義郎,専務補佐員 :中瀬安子 :収入掛長 :前田次郎,同主任 :
畠中秀雄,同事務官 :野田芳子,佐竹セツ,藤井芳克,山本正幸,竹内孝子,事務補佐員 :中村房枝,集治昌代,
患者掛長 :田口雅朗,同主任 :室恵美子,同事務官 :橋本敏子,事務補佐員 :賀屋俊子,芦田明子,山田啓子,







病 院 長 (兼)教 授 :佐川弥之助
(第一内科診療科)
科 長 (莱)教 授 :前川暢夫
外来医長 (莱)講 師 :川合 満
病棟医長 (兼)助教授 :中西通泰
医員 :戸川真一,牛田真一,医員 (研修医):山田和範,亀崎 洋
(第二内科診療科)
科 長 (莱)教 授 :大島駿作




科 長 (莱)教 授 :寺松 孝
外来医長 (莱)助教授 :伊藤元彦
病棟医長 (兼)講 師 :清水慶彦
医員 :宮本好博,金城 明,医員 (研修医):神頭 徹,水野 浩
(放射線科診療部)
科 長 (莱)教 授 :佐川弥之助
外来医長 (莱)講 師 :浅井信明,講 師 (非常助):阿部光幸
医員 :関川利幸,鶴津正仁,医員 (研修医):矢野博正,大成功一,安井浩明,李 勝弘
(検査部)
検査部長 (兼)助教授 :久世文章,医員 :木下和之,北市正則(栄),技師長 :木津 啓,技官 :前田清子,黒住
真史,和田ひな,増田 稔,山根すま子,技術補佐員 :中迫由美子,田尻 睦,技能補佐員 :橋本晴代
(放射線部)
放射線部長 (兼)助教授 :中西通泰,技師長 :浜川純一,撮影主任 :蔵岡信長,技官 :大坂泰夫,曽我部康之)
灘井智代子,田中龍蔵,技能補佐員 :小林 忍
(薬剤部)












教 官 人 事
内 科 学 第 二 松 井 祐佐公 助手
昭和46年京都大学医学部率業,昭和55年 1月京都大学大学院医学研究科課程を修了した｡出身地は静岡県｡研
究業績としては ｢MIF及び LIFに関する実験的研究｣がある｡昭和54年 2月助手に任命された｡
内 科 学 第 二 西 川 伸 一･ 助千
昭和48年京都大学医学部卒業｡出身地は滋賀県｡研究業績としては ｢ヒト免疫グロブリン産生機構に関する実
験的研究｣がある(〕昭和54年7月助手に任命された｡













細 胞 化 学 永 田 和 宏 講師
昭和46年3月,京大理学部物理学科卒,森永乳業中央研究所 (東京)の研究員となる｡51年11月間研究所の職
を辞し,当胸部研細胞化学部において研修員として研究に専念することとなった｡54年春,平井君の医学部転IL1





















学 術 集 会 記 録
Ⅰ 昭和53年 度 学 術 講 演 会 (昭和54年 1月27日,京大会館)
1. マウスにおける寛容原抵抗性について



































































































昭和55.3 - 7 -
行し得ないのに対し,RFPは白血球内外で同濃度を示 し,高い白血球内移行を示 した｡又 S-T合剤については,
SMX の自血球内濃度は極めて低値であったが,TMPは, 白血球内外で同濃度を示し,高い自血球内移行を示













検索方法 :被検血清,対照群は生理食塩液 0.4m1,を C3H/He雌マウス (1群 5匹)に静注投与した｡血清は
56〔'C30分非働化処置を行なった後使用した｡血清投与5日目に SRIiC108 を静注感作を行ない,感作4日目に
牌臓を摘出し,Cunningham &Szenbergの方法に準じて,anti-SRBC･IgM･PFC数を測定した｡血清投与群の
PFC数を対照群の PFC数と比較し, t検定を行ない,有意差群 (pく0.05)を 上s-test(+)と判定した｡
結果 :肺癌46例/59例 (78%);肺癌臨床病期分類に従って, Ⅰ期 7例/14例,Ⅱ期25例/27例,Ⅲ期4例/6例,
Ⅳ期10例/12例であった｡組織型による差異は認めなかった｡転移性肺腰疫4例/5例,胸腺腫 2例/2例,カル
チノイド1例/1例,良性腰湯0例/3例,健常人および非癌症例4例/68例(10%);健常人 1/15例,サルコイド
ーシス2例/8例,肺結核 1例/11例,その他の肺疾患 (肺化膿症5例,肺炎 7例,じん肺4例,肺気腫 3例,玩
管支拡張症 2例,アレルギー性肺炎 2例)には陽性例はなかった｡
総括 :肺癌患者血清の免疫抑制作用を用いた IS-[estは,従来行なわれてきた他の血清学的診断法と比較する
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胸腺腫を臨床経過から分粗してみると,表に示す如く,増殖速度が遅く,非浸潤性で,単発または多発でも被
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7. 低酸素血症をめ ぐる2-3の問題,特に高低両 レベル 02吸入による
寸A/Q不均等の検出法について
臨床肺生理学部門 加 藤 幹 夫
吸入 02濃度 (FIo2)の増加に対する動放血 02分圧の増加 (APao2)を決定する要因は,肺内の換気-血流比
(vA/Q)分布の状態である｡ しかしヤA/Qの分布を簡便に直接測定する方法が開発されていない現在,低酸素血
症の患者に対して既知濃度の 02を吸入させた場合の dPa02を予測することは不可能である｡1967年,Kingand
Briscoeは Bohrisopleth を利用して ヤA/Qline と Hb 解離曲線および Bohrisopleth との交点から肺毛細管血
液 P02を算出することにより, 2レベルの FI02の下で得られた Pa02から作図法によって VA/Q分布を高
やA/Q成分 (fastspace)と低 やA/Q成分 (slow space)との2つの compartmentに分離する方法を発表した｡ こ
の方法は幾多の前提を必要とし, かつ高 VA/Q値の指定によってその得られる解が無数になる点および作図法
にともなう誤差など難点は少なくないが,演者は後者の欠点を改良する目的で解離曲線については Kelman の
subroutineを用い,肺胞気式との組合わせによって step 演算を行なって各種の条件の下での APao丑と2つの
compastmentの間の血流比との関係をあらかじめ求めてグラフ化することを試みた｡(APao2-ヤA/Qカ-プ)




に対応するslowspaceの すA/Q値を示すものである. すなわち, これらの曲線の上で各点が極端に移動する場
合を考えてみると,これは2つの compartmentの問での VA/Q値の差が極端に大きいが低 VA/Qからの寄与が
比較的小さい場合 (たとえば比較的小範囲の肺動静壕による解剖学的シャ トンのあるような堤合;仮にシャ トン
型と呼ぶ)に相当し,右方に移動するのに従って 2つの compartmentの問の不均等の程度が減少することを示
す｡また q2/(ql+q2)-0.5附近に近づくと2つの compartmentの間の ヤA/Qの差はあまり大きくはないが,全





静注後 1, 2, 3時間の測定値に対応し, I- Ⅰ′,Il-Il′,およびⅢ-Ⅲ′を示すそれぞれの矢印はFIoaを ･24
から･28に変化させたときの dPao2点を結んだベクトルである｡各時期におけるベクトルの方向の変化からオレ
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表 京都市立病院呼吸器科 (ベット50)における疾患群別年間入院患者数の推移 ぐ68-'78)
総 数 肺不全 結 核 腫 療 肺 炎 胸 水 気 胸 その他

























































第9回 54年 2月22日 西川伸一 (内l):ヒト末梢血 リンパ球の機能に関する研究




87回 6月10日 組織肥肝細胞の起源-局所分化について (大阪大学医学部)北村 幸彦
88回 10月27日 肝癌発癌における前癌病変 (山口大学医学部)沖田 極
89回 12月7日 カーポックアンヒドラーゼの細胞化学的反応の特異性と胃における局在
(福島医科大学)菅井 尚則
業 績 目 録
内 科 学 第 1部 門






磯部喜博,岡本博史,直木由太郎,合田 博,陶様土,池田宣昭,小沢 晃,山内立夫,馬淵尚克,井上 昇,




前川暢夫,川合 満,馬淵尚克 :結核化学療法の強化に関する実験的研究 (1), 日本結核化学療法研究会総会
(昭54.6)
前川暢夫,川合 満,馬淵尚克 :結核化学療法の強化に関する実験的研究(2),同,

















































5. そ の 他
田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,笹沼竹雄 :肺化膿症及び大葉性肺炎を別々の肺に生じ
たマイコプラズマ肺炎の1例,第99回日本内科学会近畿地方会 (昭54.9)































前川暢夫,川合 満,塩田憲三他 (共同研究):二重盲検試験による慢性閉塞性肺疾患 に対す る Ipratropium
Bromide(Sch1000)の臨床成績,医学のあゆみ,110:636-660,1979.
3. 感染症の化学療法
川合 満,前川暢夫 :呼吸器疾患患者に点滴静注した場合の Dibekacin(DKl∋)の血中濃度について,基礎と
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臨床,13:175-.177,1979.











山田栄一,角田沖介,中井 準,小川暢也 :エンピナース Pー(KPC)の啄疾噴出困難症に対する効果,二重盲検
法による検討,臨床と研究,52:3373′-3382,1975.
















































川合 満 :最近の気管支哨息における薬物療法について,診療内容向上の会 (昭54.10)
中西通泰 :fIR-756研究会 (54.ll)





岩崎博信,黒田 明,石原享介,中井 準他 :縦隔-の放射線治療中に両側性の気胸をきたした悪性 リンパ月垂
の1症例,兵庫がん化学療法研究会,(昭54.12)
内 科 学 第 2部 門
1. 免疫学の基礎的領域に関する研究
〔学会 ･研究会発表〕
西川伸一,泉 孝英 :ヒト･リンパ球における PPD による免疫グロブリン産生 Ⅱ.ヘルパー機能の解析,
第42回実験結核研究会総会,(昭54.4.4)
泉 孝英,西川伸一,平田健雄 :PPD によって誘導されるヒト末栴血 リンパ球の免疫グロブ1)ン産生に関す
る研究,第 7回日本臨床免疫学会総会,(昭54.6.29)
西川伸一,平田健雄,泉 孝英 :ヒト免疫グロブリン産生機構に関する研究 Ⅴ.PPD 反応性-ルパーT細胞
とPWM 反応性-ルパーT細胞の分離,第 9回日本免疫学会総会,(昭54,12.4)
平田健雄,西川伸一,泉 孝英 :ヒト免疫グロブリン産生機構に関する研究Ⅳ.proteinA による免疫グロブ
リン産生の誘導とその機構の解析,第29回日本アレルギー学会総会,(昭54,9.28)









lymphocytes.II. SeparationofPPD-reactivehelperTICelsfromPWM reactiveT-celsin polyclonalimmunO-
globulinproductionofhumanperipheralbloodlymphocytes. JJmmunology,123(3):1092-1093,1979.
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2. 結核の免疫に関する研究
〔学会,研究会発表〕











〔誌 上 発 表〕
松井祐佐公 :ツベリクリンアレルギーに関する実験的研究-LIFとMIFの免疫学的意義について-,結核,
54:331,1979.
松井祐佐公,大島駿作 :ツベリクリンアレルギーにおける MIFと LIF,昭和53年度,日米医学協力計画報告
香,p.245(1979)
3. 肺癌に関する研･究
〔学 会 発 表〕
泉 孝英,杉ノ下俊彦 :肺癌患者血清の免疫抑制作用を用いた肺癌の免疫学的診断法 (immunosuppression
test)の診断学的意義について,第76回日本内科学会講演会,(昭54.4.5)








雄,松尾 博 :肺癌患者におけるSchizophylanの治療効果,第20回日本肺癌学会総会 (昭54.9)
本田和徳,松井祐佐公,泉 孝英,小原幸信,大島駿作,佐藤篤彦 :肺癌発生部位に関する臨床的研究,第20
回日本肺癌学会総会,(昭和54.9).
泉 孝英 :ヒト肺癌患者血清中のマウスにおける IgM･PFC産生抑制因子の性状と suppressorcelの産生を
介しての抑制機序について,第38回日本癌学会総会,(昭54.9.28)





〔学 会 発 表〕














5. サルコイ ドー ジスに関する研究
〔学会 ･研究会発表〕
沼尾嘉時,泉 孝英他 :サルコイ ドー ジス患者の心電図異常所見について (第4報)心電図経過の検討3の2,
第19回日本胸部疾患学会総会,(昭54.4.3)
平賀洋明,泉 孝英他 :サルコイド-ジスにおけるいわゆる肺線維症のⅩ線学的検討 (第 1報),第19回 日本
胸部疾患学会総会,(昭54.4.3)
泉 孝英 :サルコイド-ジスの免疫学的研究 (第7報)PFC-SFの作用機序一特にsuppressorcelの誘導-に
ついて,第19回日本胸部疾患学会総会 (昭54.4.3)
立花輝夫,泉 孝英他 :サルコイド-ジス急性発症症例の検討 (第 3報),第19回日本胸部疾患学会総会,(昭
54.4.3)
山本正彦,泉 孝英他 :サルコイ ドー ジスに対するコルチコステロイド治療効果,第19回日本胸部疾患学会総
会,(昭54.4.3)
泉 孝英,杉之下俊彦,長井苑子 :ヒト血清の免疫抑制作用に関する研究 (第 6報)サルコイド～ジス患者血








泉 孝英 :PFC-SF,FP-SF,厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班昭和54年度第 1回斑会議,(昭54.8.31)
Nishikawa,S.,Hirata,T.andIzumi,T.: Helperfunctionsinsarcoidosis. NaraSymposium onSarcoidosis
andotherGranulomatousDiseases. Nara(1974.ll.14)
Izumi,T･: Serum immunosuppressivefactorsinsarcoidosis. NaraSymposium onSarcoidosisandother
GranulomatousDiseases. Nara(1974.ll.14)
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西川伸一,平田健雄,泉 孝英 :サルコイド-ジス患者末梢血 リンパ球の免疫グロブリン産生能,第29回日本
アレルギー学会総会,(昭54.9.28)
泉 孝英,長井苑子,杉之下俊彦 :ヒト血清中の免疫抑制作用物質に関する研究,(第7報)サルコイ ドー ジス
患者血清中の PFC-SFの臨床的意義一特に予後との関連性について,第29回日本アレルギー学会総会,(昭54.
9.26)












泉 孝英他 :急性発症 (特にErythemanodosum)症例の予後,昭52和年度厚生省特定疾患サルコイド-ジス
調査研究粧研究業績,p.245-249,(昭53.3)
6. 肺線維症,間質性肺炎に関する研究
〔研 究 会 発 表⊃
泉 孝英,平田健堆 :Fibrosingalveolitis症例 リンパ球の免疫グロブリン産生機構に関する研究,厚生省特定
疾患肺線維症調査研究班班会議,(昭54.2.9)
〔誌 上 発 表〕
泉 孝英,平田健堆 :Fibrosingalveolitis症例 1)ンパ球の免疫グロブリン産生機構に関する研究,厚生省特定
疾患肺線維症調査研究斑昭和53年度研究報告書 p.123-125,(昭54.3)
7. 産業性肺疾患に関する研究
〔学 会 発 表⊃











平田健雄,西川伸一,泉 孝英 :びまん性汎細気管支症例における末梢血 リンパ球の免疫グロブリン産生異常
とその機序の解析,第19回日本胸部疾患学会総会 (昭54.4.3)





中井栄一,浅本 仁,古田睦広,北市正則,徐 航霜 :｢フリー ズフラクチャー法による正常マウス肺組織の
超微細構造の観察｣,第68回日本病理学会総会,(昭54.4東京)








門 政男,北市正則,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作,浅本 仁,尾崎元昭 :肺癌,肺結核,癒症例におけ
る PHA皮内反応の検討,京大胸部研紀要,第12巻,p.28-35 (昭54.3)
中井栄一,浅本 仁,古田陸広,北市正則,徐 航宥 :フ)-ズフラクチャ-法による正常マウス肺組織の超
微細構造の観察,日本病理学会会誌,第68巻,p･203,(昭54･)











泉 孝英 :閉塞性障害を呈したびまん性肺疾患の1例,第 6回びまん性肺疾患研究会,
泉 孝英 :緩徐な経過をとったびまん性肺疾患の1例,第 7回ひまん性肺疾患研究会,












































泉 孝英,西川伸一,平田健雄 :肺疾患と HLA,厚生省特定疾患,肺線維症調査研究班昭和52年度研究報告
書,肺線維症の成因,治療及び予防に関する研究,p.86-88(昭53.3)








〔分 担 執 筆〕





泉 孝英 :大島駿作,佐川弥之助,寺松孝,前川暢夫編 呼吸器病学 金芳堂,京都,1979 Ⅱ編 症候と診
断 7章 血液検査,化学検査及び免疫学的検査 3.免疫学的検査,p.132-135, Ⅳ編各論,6章 免疫学的肺
昭和55.3 - 21-
疾患 p.322-348 7章 産業性肺疾患 p.349-364 11章 薬剤による肺疾患 p.429-434
泉 孝英 :村尾誠,滝沢敬夫編 図説臨床内科講座第8巻呼吸器[2],メジカルビュー社,東京,1979.サル
コイド-ジス,p.210-219




泉 孝英 :サルコイド-ジス研究協議会,三上理一郎,細田 裕,岩井和郎,泉孝英編,サルコイド-ジス,
東大出版会,東京,1979. 第3部 サルコイド-ジスとは,第 3章 免疫異常 1.概論 p.289-292,2.細胞
性免疫 p.293-303,4.クベイム反応 C.invitroのクベイム反応 p.313-314,a.クベイム反応の機序 p.314-
315,e.クローン病とクベイム反応 p.3151316,第4部 診断の実録,第2章 臨床検査,4.尿検査 p.359,
5.血液検査 p.359-361,8.皮膚反応 a.ツベルクリン反応 p.377-379.第6部 サルコイ ドー ジスの本態,
第4章 病因論 3.免疫学的立場から-サルコイド～ジスの発生機序に関する免疫学的仮説,p.566-572, 節
7部 興味ある症例,第1章 非定型的な胸部Ⅹ線像, [1]縦隔リンパ節のみの腫脹 p.584-585,第 2章 サ
ルコイド-ジスの経過の諸相,[2]肺門リンパ節腫脹と肺野病変の自然消失例 p.606-607
木野稔也 :9.リンパ球機能検査,第2章 臨床検査,サルコイド-ジス (日本サルコイ ドー ジス研究協議全
編),東京大学出版会,p.381,1979
木野稔也 :2.妊娠と経過,第 8童 経過と予後,サルコイド-ジス (日本サルコイド-ジス研究協議会編),
東京大学出版会,p.458,1979.
木野稔也 :1.気管支嘱息,第 6童 免疫学的肺疾患,呼吸器病学(京都大学結核胸部疾患研究所編),金芳堂,
p.314,1979.
















































4. 人 工 材 料
寺松 孝 :医用高分子のバイオプラスティックス,第20回日本医学会総会会誌 :2159-2162,1979.
渡部 智,清水慶彦,寺松 孝,他 3名 :ウロキナーゼ固定化-コラーゲン被覆合成高分子について,人工臓
器8:218,1979.
寺松 孝 :日本人工臓器学会-の一会員からの提言,人工臓器8(5):489,1979.
加藤弘文,松延政一,清水慶彦,寺松 孝,他 2名 :新医用材料 polyvinyl･alcohoLsilica複合体 (第2報)一
組織適合性について-,人工臓器8(2):255-258,1979.


















5. 心 ･血 管
加藤 洋,庄村東洋,吉栖正之,他 6名 :仮性心室癖の診断における超音波検査法と心プールスキャン,呼吸
と循琵27(2);77,1979.











野々山明,伊東政敏,他 :心 ･大血管奇型を伴う異型左鎖骨下動脈の乳児期 2手術例,日本胸部外科学会雑誌
27:1319,1979.
6. -般胸部疾患,他
寺松 孝 :分担執筆 :第6章呼吸器の外科Ⅲ手術々式,Ⅶ気管,気管支,Ⅷ気管支,節,13-1,肺結核,外科
学各論,南江堂,1979･




寺松 孝 :分担執筆 :呼吸器病学,金芳堂,1979.
伊藤元彦 :分担執筆 :同上
山本博昭 :分担執筆 :同上












田中 寛,倉田昌彦,宮田仁 :縦隔疾患の CTスキャン,臨床放射線24(1,2):1-5,1979.
畠中陸郎,小鯖 覚,宮本好博,官本茂充,ニッ矢義一,松原義人,船津武志,二宮和子,池田貞雄 :呼吸器
疾患におけるセロスリン@の使用経験一第 1報基礎的検討,第 2報臨床的検討-,診療と新薬16(10),1979.



































岡田英彦,倉田昌彦,他 2名 :甲状腺京平上皮癌の1剖検例,20回京都内分泌同好会, (昭54.3)


















雄 :多発性にみられた肺の軟骨性過捌 乳 第125Ln]近畿外科学会,(昭54..5)
光岡 明夫,長融千秋,北野司久 :胸艇内ニューロブラス トー マの1治験例,第125回近畿外科学会,(昭54.5)
岡本交二,庄村東洋,吉栖正之 :いわゆる肺胞上皮癌の1早期手術例,第125回近畿外科学会,(昭54･5)




伊藤元彦,光岡明夫,和田洋己,寺松 孝 :･ヒト胸腺腫のヌー ドマウス移植と,ヌー ドマウスにおける抗体産
/圭について,第7回日本臨床免疫学会総会,(昭54.5)








伊藤元彦,高嶋義光,玉田二郎,青木 稔,寺松 孝 :切除後 5年以上生存した肺巨細胞癌の2例,第31回目
木肺癌学会関西地方会,(昭54.7)
玉田二郎,加藤弘文,松村理司,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :放射線治療に合併 した気胸,第31回肺癌学
会関西支部会,(昭54.7)
官本茂充,小鯖 覚,宮本好博,畠中陸郎,ニッ矢義一,滝 俊彦,松原義人,二宮和子,船津武志,池田良
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長瀬千秋 :制癌剤感受性 (invivo)テス トの検討,第38回日本癌学会総会,(昭54.9)
井村裕夫,倉田昌彦 :-イドロオキシアパタイ トを用いたヒト乳がんのエス トロゲン変
(昭54.9)











高嶋義光,青木 稔,松延政一,玉田二郎,渡部 智,加藤弘文,和田洋巳,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝
:再発肺癌に対する再切除術,第20回日本肺癌学会,(昭54.9)





所性 ACTH と α1Antitrypsin,第20回日本肺癌学会,(昭54.9)



















伊藤元彦,青木 稔,渡部 智,玉田二郎,和田洋巳,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝 :進行肺癌に対する外
科的治療の成績,第32回日本胸部外科学会総会,(昭54.ll)












MasE-hikoKurata,HidehikoOkada,Zin Muromoto,M;lSaya Tanahe,HiroshiTanak<,: F･valui1ti,)n or
computedTomographyinMediastinalLymphNudeEnlargementCausedtJyMalignantMetastosis,VIA･P･C･
D.C.,(昭54.ll)
金城 明,和田洋巳,清水慶彦,牛田仲一,倉沢卓也,伊藤元彦,寺松 孝 :縦隔海綿状血管腫の一例,節
126回近畿外科学会,(昭54.ll)









北野司久,光岡明夫 :ヌードマウスに establishされた 2humantumorsの制癌剤感受性テストの成績及びそ
の臨床的応用,厚生省がん研究下里斑,(昭54.12)
2. 胸 腺,免 疫





中納誠也,小林君美,井上律子,山中 晃 :最近 7年間の膿胸の治療に対する検討,第53回日本結核病学会東
会地方学会,第35回日本胸部疾患学会東海地方学会,(昭54.6)
山本博昭 :宿題報告,膿胸治療の体系化,第28回共済医学会総会,(昭54.10)
平岩 卓,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,千原幸司,岡田賀二,秋山文弥 :近年経験した胸結核 5例,節
54回日本結核病学会東海地方会,(昭54.ll)











寺松 孝 :パネル討論,これからの医用高分子,文部省特定研究医用高分子材料に関する基礎的研究,第 5回
全体会議,(昭54.7)



















辰己 学,吉栖正之ほか :両側腎血管高血圧症の2手術成功例-AI変換酵素阻害剤 SQ14225試用-,第14回
兵庫県腎臓研究会,(昭54.4)
































立道 活 :A-VMalformationの6症例,第 3回兵庫県血管外科研究会,(昭54.7)
島木光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,千原幸司,岡田腎二,平岩卓根,秋山文弥,泰江弘文,表信吾,滝沢明憲,
永尾正男 :心筋梗塞急性期に行なった緊急 A-Cバイパス手術の一例,第113回静岡県外科医会集談会,(昭54.9)














堀江 稔,永尾正男,滝沢明憲,表 信吾,泰江弘文,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎 :外科的
手術を施行 した急性心筋梗塞による心破裂の一例,日本循環器学会第50回東海第35回北陸合同地方会,(昭54.ll)
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,手原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥,泰江弘文,表 信吾,滝沢鞘


























































加藤弘文,玉田二郎,渡部 智,和田洋巳,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :漏斗胸外来受診患者の統計的観
輿,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.10)
前里和夫,人見滋樹,カレッド･レシャード,立花輝夫 :サルコイ ドー ジスの気管支 ･肺生検,第15回日本胸
部疾患学会近畿地方会,(昭54.10)










小鯖 覚,宮木茂充,滝 俊彦,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :慢性呼吸不全患者に
対する問歓的機械呼吸,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.10)
宮本茂充,小鯖 覚,滝 俊彦,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管ボタンによる慢
性呼吸不全患者の管理,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.10)




















宮本茂充,小鯖 覚,滝俊 彦,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :巨大ブラの手術成績,
第126回近畿外科学会,(昭55.ll)
カレッド･レシャー ド,人見滋樹,前里和夫 :漏斗肺の手術一皮膚横切開法を中心に,第126回近畿外科学会,










病 理 学 部 門




〔学 会 発 表〕


















d.従来報告してきた D-ペニシラミン投与マウスにみられる重篤な病理所見が同剤の Cuキレー ト作用によ
る Cu欠乏状態に基因することが明かになった｡現在,妊娠中の Cuを始めとする金属代謝と新生仔の神経
系統の発達,組合組織成熟との関連を追究し興味ある知見を得つつある｡
〔学 会 発 表〕















鳴尾好人,良沢史朗,奥村 厚,半田 肇,竹田俊男 :頭蓋内 ･外動脈壁の colagen量,elastin塁の化学的
定量,第11回日本結合組織学会総会,(昭54.7)
小笹 宏,富永敏朗,西村敏雄,竹田俊男 :マウス頚管 lysyloxidase活性について, 第11回日本結合組織学
会総会,(昭54.7)













〔誌 上 発 表〕








〔学 会 発 表〕
安平公夫,木下和之,橋本研二,高橋椎也 :G(lSChromatography一m,(-ssspectrometLlr(GC-MS)による 3-
methylehol…lnthsene(MC)代謝産物の同定,第38回日本癌学会総会講演,(1979.9.27)
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学部),馬場満男 (開業),五十嵐三都男 (東京都立老人研),鶴藤 丞 (東北大薬学部)の5氏である｡
細 胞 化 学 部 門

















細 菌 血 清 学 部 門
〔学 会 発 表〕
桂 義元,高沖悠子 :キラー細胞誘導におけるウィルス感受性T細胞の役割,第 9回R木免疫学会総会,(昭
54.12月)東京.
喜納辰夫,桂 義元 :PWM 刺激によるB細胞反応におけるウィルス感受性T細胞の役割,第 9回日本免疫学
会総会,(昭和54.12月)東京.
細野正道,桂 義元 :-ブテン修飾胸腺細胞の同系リンパ球増殖刺激性;その加齢による変化と同種 リンパ球
増殖刺激性との比較,第 9回日本免疫学会総会,(昭和54･12月)東京





















竹田俊男,細川昌則,佐川弥之助,佐藤公彦 :培養線維芽細胞の線維形成について,第13回 FLD シンポジウ
ム
加藤幹夫 :肺性肺水腫の臨床,堺市医師会学術講演会,1979.3,





























5平田,安田隆三郎,他 8名 :右心房原発の粘液肉腫の1剖 検例,Ej循近畿地方会,1979.6.
佐川弥之助,久野雄志,中川正活,三嶋理晃,東谷康治 :体外計測による肺循理動態の研究,第19回閉塞性肺
疾患研究会,1979.7.
藤田正憲,宅本 仁,倉田昌彦,岡田英彦 :肺原発細網肉腫の 1例,卯31回肺がん学会関西支部会,1979･7･
甲斐隆義,頂 修身,花輪四郎 :敵性捧痛に対するプロンプ トン水剤の使用経験,第17回肺癌学会九州地方会,
1979.7.
宮本茂充 :縦隔に原発 し,α-Fetoproteinが高値を示 した ya】ksa(二tumOrの1例,1979.7.



























中井栄一,熊野公子, 徐 航電 :Tリンパ球性の白血病細胞のフリーズフラクチャー法による観察一形質膜,
核膜を中心として一第11回日本臨床電子顕微鏡学会総会,昭54.10.
室本 仁,小川道イー,本田裕宏 :失外套症候群を呈 した貢菌症の一一割検例,第76回阪神合同C.P.C･昭54.10.
岡Fll英彦,藤田1-_憲,室本 仁,倉田昌彦 :肺胞蛋白症の 1例,第15回胸部疾患学会近畿地方会,昭54.10.
石部裕一,他 :acutepreoperativehemodilutionによる外科手術の問題点,第24回日本麻酔学会関西地方会,

















永本 浩,仁瓶誠五,徐 航再,稲葉宣雄 :Kartagener症候群の電顕的考察,第31回日本気管食道科学学会
総会,昭54.ll.




























大井元晴 :呼吸不全で診断された Amyotriphiclateralsclerosisの 1例,同上.




〔誌 上 発 表〕
佐川弥之助 :血管外肺水分量の測定法の研究,日本医事新車臥 No.2857,1979.






















加藤幹夫,野尻知里,佐川弥之助 :酸 ･塩基平衡の維持, 内科 シリーズ,慢性閉塞性肺疾患のすべて,306-
316,南江堂,昭54.
加藤幹夫 :塩酸基調節,特集呼吸生理の諸問題,呼吸と循還28,21-23,昭5,
石部裕一,他 :硬膜外麻酔の合併症 3)持続カテーテルの血管内挿入,麻酔28巻 2号,昭54･
石部裕一,他 :Succinycholineによる血清K上昇におよぼす lidocaineおよび panculonium の影響,臨床麻酔
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